
竹中小学校・中学校  学力向上プラン  
 小中連携の部分 小学校 中学校 
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○１時間完結型の竹中授業スタイルやペア対
話を取り入れた授業形態が定着してきてい
る。 

○全学年とも学習へ取り組む意欲化は図られ  

成果も出ている。 
 

◇個人個人の課題をとらえ、意欲の向上化が
必要になっている。 

◇家庭学習の習慣化に課題がある。 
◇自分の考えを友だちにはっきり伝えたり深
く考える事がまだ不十分である。 
 

平 成 2 7年 度 末 標 準 学 力 検 査 （ Ｈ 2 8． １ 実 施 ）  
（ 学 年 は Ｈ ２ ７ 年 度 の 学 年 ）  

 
○全体的に良好なレベルにある。  
１年：話すこと聞くことにかかわる  
   学習が弱い。  
２年：書くこと読むことにかかわる  
   学習が弱い。  
３年：全てにおいて全国平均を上回

っている。  
４年：科学的な思考を問う問題に弱  
   さがある。  
５年：全てにおいて全国平均を上回

っているが、個人差はある。  
６年：全てにおいて、全国平均を上

回っている。  

2年 生 学 力 ﾃ ｽ ﾄ（ 県 ）   3年 生 ( 2年 次 市 標 準 ﾃ ｽ ﾄ） 
(H28.4)       (H28.1) 

【２年生】県学力状況調査4月  

国語：新聞のよみ取りや作文など読み取
りの力が弱い。  

数学：空間図形など空間認識の力が弱い  

理科・地学主に火山活動や地質、化学、
特に物質とその性質の分野が弱い  

英語：長文や作文など読み取りに関する
力が弱い。  

【３年生】H27年度2年次の市標準ﾃｽﾄ  

特に数学の「活用分野」について低
い他はほぼ平均的。特に英語は基礎応
用ともに達成率が１を超える。また社
会については応用が基礎を上回る。  
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○小中合同の校内研の充実。  

・ペア対話の充実。 
○学習規律の確立。  

・学習５つの約束。  

・話す、聞くなどの取組の意識化。 
○家庭学習の充実 

・個に合わせた家庭学習の徹底。 
・「家庭学習のすすめ」の配布と啓発。 

○授業改善の取組  

・１時間完結型授業。 
・板書の構造化・板書とノートの一体化。 
・問題解決的な展開の授業。 

〇学習規律の確立  
・授業の始めに 3分間音読をさせ既

習事項を思い出させてから授業
に入っている。  

〇家庭学習の充実  

・宿題に対して子どもが戸惑わないよ
うに、1年から6年まで形式を合わせ
ている。  

○授業の質の向上  
・毎回の授業で、課題に対する考

えやまとめを自分で書けるよう
に指導している。  

○学習規律  

・｢まとめ｣を自分の言葉で書く、発表
するなどの表現ではっきりと表す。  

○家庭学習の充実 
・個に合わせた家庭学習の徹底。 

○授業の質の向上  
・板書の構造化（めあてとまとめ）  

・「重点課題」等も教科で統一。 
・習熟の程度に応じた指導（支援） 
・お互いに評価し合うことのできるペ

ア対話を目指す。  
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○自分の考えを持ち、伝えあいながら学習を深める。 
○その時間の学習内容をあきらめずに身につけようとする。 
○自分の設定した目標に向けて学習をする。 
○学習規律があり、意欲を持って授業に取り組む。 
○自ら質問をするなど問題解決に意欲的な姿勢で臨む。 
○授業内容や自分の弱点を復習し、意欲的に学習に取り組む。 
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具
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①授業改善の取組 
・1時間完結型授業の継続と充実。 
・学習過程やゴールがイメージできるめあて
・課題の設定。 
・授業の中でペア対話の深化・広がりの工夫 
・互見授業や一人ひとりの実践の取組を継続

して授業力の向上→感想・アドバイス等実
施。 

 

②その他の学習指導の取組 
・資格に挑戦する学校づくりの支援体制の構

築（合格をめざす）対象学年の100%受検。 
・放課後学習の充実。 
 

 

③学習状況改善の取り組み  

 ・乗り入れ授業の時間の確保と拡充。  

 ・小中学習内容の検討。  

 

①授業改善の取り組み 
・めあてを意識したまとめの書かせ方を

指導していく。  

・ペア対話で他人の考えを取り入れるな
ど、考えが深まる場面を設定した授業  

・自分の考えの変化を意識するため、ノ
ートに「書く」時間を確保した授業。  

 

 

②その他の学習指導の取り組み  

・スキルタイムで小作文を取り入れる。  

・朝や放課後の時間を利用した寺子屋学
習で前学年や1学期の学習内容の定着
を図っていく。  

 

③学習状況改善の取り組み  

・月1回、児童支援会議を開き、学習や生
活状況で気になる子どもの情報交換を
行い、全員で対策を考え実行に移す。  

・学期末に生活や学習に関する児童アン
ケートを実施し、そこから出された課
題を全職員で把握し改善を図る。  

①授業改善の取り組み  

・自分の考えを「書く」「まとめる」活
動を取り入れる。特に授業終末。 

・自分なりの意見を主体的に述べる
ことで、表現力を高める。  

・ 45分 7時間授業の取組。  
 
 
 
②その他の学習指導の取組。 
・学校図書館を活用した授業実践。 
・ ICT機器を活用した授業づくり。 
・｢個に応じた課題｣の取組の工夫・改善  
・調べ学習の時間確保、各教科での計画

的な図書室利用、教科担当と図書館支
援員との連携。 

 
 
③学習状況改善の取組。 
・家庭学習の充実化（月１回の見直し）  

家
庭
地
域
と
の
協
働 

・家庭との協働 
（重点的取組）ノ―メディア週間の取組。 
（取組指標）ノーメディア週間を、中学校定期考査前に年間４回実施する。 

月１度「家庭読書の日」「家族で運動するDay」を設定し、家庭の取組の充実を図る。 
・地域との協働 
（重点的取組）積極的な学校支援。 
（取組指標） 地域合同行事の運動会と文化祭への積極的な参加。 
・学校運営協議会との連携・協力。 
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1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

国語 0.93 0.87 1.27 1.06 1.11 1.09

算数 0.95 0.99 1.3 1.12 1.22 1.12

理科 1.22 1.05 1.15 1.16


